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ー レー ダー ，ゾンデ及び地上観測により立体的に





また， 2月 3日から8 日までの間には，山形県
の新庄盆地と庄内地方において，科学技術振興調
整費による共同研究として，気象研究所・ 北大低



















題字のバッ クの波形は，伊豆大島第2 火山観測施設に設置した3成分ひずみ計の記録である。火山体の膨張・ 収縮の繰り
返しを表わしており，「鋸歯波」と呼ばれる現象である(1988 . 11 . 6観測）
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丹沢山地にIBOS 観測施設整備 1 1月
神奈川県山 北町玄倉の丹沢山地で実施して いる
内陸地震の研 究は，180mの観測井を利用してI B OS
（ボアホー ル式複 合観測装韻） を設置 「玄倉地殻
活動観測施設」し， 観測を行 う計画である。
昨年12月に，18 0mの観測井を掘 削する過程で ，
90mから14 0mの深さの間で 5 回，水圧破壊法によ
る地殻応力の測定を実施するとともに， 引き続き
IB O S の設置を完 了し，現在調整を行 っている 。







右の図は，新庄市 (1 974 /75年以降は新庄 雪氷
防災研 究支所 ， それ以前は気象庁新庄測候所） に
おける1961/ 62年から1 987/88年に至る 27年間の
積雪深の日 変化を表した図である。
その間，積雪深 が lm 以下の年は， 19 70/71 年，
19 71/72年， 19 72/73年， 19 78/79年， 19 86/87
年の 5 回ある。





前号 （第25号） の第 2 頁， 「シロウリガイのC
年代とテクト ニク ス」の20行目， ～15cmのもの
である。これに近い大ぎさの 貝は寿命で死んだと
考えてよいだろ う 。これに対して小型の 貝は，他
の原因で死んだものであろ う 。
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観測施 設総覧 （気象・水象・海象編） 刊行
防災科学技術の研 究にとって，観測は重要な研
究手段である。 そのため， 当センタ ー では，設立
以来，各部 ・支所 が観測業務を 実施 してきた。 今
回，その観測施設の 一 覧を設立25 周年の事業の 一
貫と して刊行 した。
本資料を作成 した目的は，① 全所的な観測状況
の把握 ②類似の研究を実施 している者 が，デー タ
を相互に利用するため 等であり， この資料を 見る
と，どこで （緯度 ・経度 ・標高），どんな観測を
（気温 ・降水量 ・地下水位 ・積雪深等の 気象要素），





地 域 観測施設 観測要素
北海道 3 ， 
東 北 12 38 
関 東 32 74 
中 部 18 49 
計 65 170 
観測要素別で多い順は下記のとおりである。
降水量・降雨量 41ヵ 所
日射 量 ・日照時間 23 





毎年， 地方 自治体の防災担当者を対 象と した，





















国内 ：東京では昨年， 明治 9 年以来の高い平均 気
温であったが，今年はそれを更に更新 し，
各地で暖 冬新記録 が生まれた。
外国 ： ソ連タ ジ ク共和国で地震発生 (23 日）
三長岡では，4cm 以上の雪の降った日が 7日 し か
なく，月初めに積も っていた雪も中旬 には溶 けて
地面 が顔を出 していた。 一方，新庄も寡雪といわ
れた昨年に比べても， 雪か少なく1978/79年以来
10年ぶりの異変である。
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1 月 の地震活動 I (1989年 1月）
M4以上の地震は 全部で7 個観測された か，全て
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海域で発生した地震である。 発生場所は，茨城県
沖で 2 個 ( 1 月 8 日， 深さ17km, M 4. 6 ; 1月28日，
深さ4 8km, M4 .3 )，銚子沖で 1 個( 1月 3 日， 深
さ29km, M4.6) ，神津島南西沖 で2 個 ( 1 月 2
日，深さ2 .7km, M 4. 6 ; 1月 9 日，9 km , M4.4) 
東海沖で2 個 ( 1月23日， 深さ349km, M 4. 3 ; 1 
月30日，深さ369km, M4. 2 ) である。神津島 の南
西沖では， 12月28日頃から群 発地震活動 が活発化
し始めた が，1月には全部で1 11個の地震が観測さ
れ，M 4以上の地震 が 2回も発生した。 このう ち
最大地震は 2 日に 発生したM4. 6の 地震である 。 1
月 2 日 ～ 3 日頃 に活動の ピーク が見られ，その後
一時地震活動は 低下 したかに見えたが， 1月 9 日
にM4.4 の地震が発生し9 日だけで17個の地震 が
観測された。 9 日以降現在までは，活動は漸 次衰
退に向っている。
--
1989 .2 .21 - 3 . 1  木 下武雄 （第1研究部長 ）
イ ン ドネシア ： 日本 ・イン ドネシアの防災科学技
術二国間協力推進のため
1989 . 2 .  24 - 3 . 31 山水史生 （第4 研究部計
測研 究室長 ）米国 ： 科学技術振興調整費による 「地
殻活動即 時把握と前兆検 出に関する共同研究のた
め」
/ 1月26日 （木） 日本テレ ビ：23時55分 「雪」豪雪
などの発生機構について
31日 （火）日 本テレビ：7 時35分「ズ ー ムイ
ン朝」地吹雪観測 現場からの中継




1月 13日 （金） 朝日 ： 雪雲を探る 内部をレ
ー ダー ，カメラで
23日 （月） 東奥日報 ： 地吹雪観測レ ー ダー
お目見え
毎日 ：地吹雪解明の 新兵器
24日 （火） 読売 ：地震の巣 油断禁物全
国一 の多発県




2月 1 日 （水） 東奥日報 ：レー ダー で貴重なデ
ー タ 地吹雪観測終 わる
I 主な来訪者
1月 10日 （火） 静岡県熱海市市民安全課長外
（ 本所）
11日 （水） Dr .T .M atsumotoテキサス大学
地球物理研究所教授 （ 本所）
18日 （水） 建設省長岡 国道工事事務所 （長
岡）
24日 （火） 神奈川県水産試験場 （平塚）
25日 （水） 平塚市農政課 （平塚）
30日 （月） 建設省長岡国道工事事務所 （長
岡）
刊行物案囚
研究速報 乃号 （平成元年 1月 ) 原子力配
管系の多入力振動実験報告書 （その2 )
編集 国立防災科学技 術セ ンター
発 行 〒305 茨城県つく ば市天王台3 -1
T E L  (0298) 51 -1611 ( {� )  
- 4 -
